
理事会議事録 20151208　19:00~ 
ヒルトン東京 
日野・伊藤・藤井・鈴木・岡田美・横木 
 
【報告】 
イ）11月29日　白井さんとのコラボ講演会（札幌コンベンションセンター） 

大盛況のうちに終了。 
背骨 体験会 ９７名、インストラクター４５名 計１４２名 
白井さん 講演会 １１３名（インストラクター含む） 

 
会計報告　メールにて報告 
 
国際弁護士さんにビザの相談のため、コンタクト 
 
【確認】 
 
新体操の募集について 

更新案内に入れて、４月末に締め切り→山田くんに依頼 
 

年賀状のデザイン確認 
 
【承認・審議事項】 
 
矯正認定者：HPに入れる？ 

視覚障害の方への対応について　12/6・20 試験1/10　伊藤さんが確認 
 
MT）ヴァリエーション講座の今後について 

協会主催の講座を、各担当が１年間全国で実施。 
その間ブラッシュアップして、１年後に講師用テキスト・動画を完成させる 
2017年度よりパーソナルトレーナーが実施。 
 

理） 
 
来年度講座予定 

フィットネス講座：５〜７月に関東にて。その後全国で実施。 
スペシャリスト講座：８〜１２月に実施。１回目はシンポジウムに合わせて関西

で。２回目以降は関東で。 
パーソナル講座：カリキュラムが新しくなっているので、自主開催は再受講してい

ただいてから。 
 
 
年会費の金額設定を2017年度より変更する。 
 
インストラクター支援のため、講師になるための講習会を行う 
 



新プログラムの名称 
仮）フード＆エクササイズ 
大澤さんに依頼。モニターの人を含め、案を募る。今年中に仮称を決める。 

 
更新案内　２月頭に発送 

→１２月内容つめ・１月準備 
・理事長の言葉⇒理事長 
・２０１５年活動報告⇒藤井 
・２０１６年　年間計画（新プログラムも含める）⇒伊藤 
・２０１７年度からの講座金額変更とカリキュラムの変更⇒担当未定 
・SCAマネージメント株式会社の設立案内⇒伊藤 
・変更点の案内（保険と事務手数料など）⇒鈴木 
・更新について⇒鈴木 
・新体操の募集→山田 

 
事務局の人件費について 

携わる当人が判断して決める。 
岡田優さんの社会保険をどうするか。→保留 

 
背骨オフィスについて 

協会：講座に関しての内容。 
オフィス：物販・フランチャイズなど。３人で責任を取る。 
日野矯正の職務分掌と被っているところがある。 
　オフィス利用：３月以降売上の２０％が場所代。 
　そのうちオフィスに70%日野矯正に30%。 

 
講演会のプロデュースフィー（片岡さん） 

2015シンポジウムに合わせ、50,000円を支払い 
 
年末成果配分 

理事７人に30,000円 
 
背骨の日のイベント 

日時：5月27日（金） 
取り仕切りを鈴木さんに。 
記念日協会に登録 
イベント：協会主催のイベント 
日野さんのプレミアムレッスン（募金制としたいです）と著名人とのコラボ講演

会、第三弾本の出版とタイミング合えば出版記念イベント 
各支部のイベント 
ボランティアイベント内容は各支部にお任せしますが、できればプレミアムレッス

ンと同じタイミングで体操したいです。 
関東はデイケアの施設での体操や介護士さん向けの体操。後は養護学校の教員向け

の体操教室。その後矯正体験会のボランティアを企画予定 
 
【消息・その他】 



 
九州支部より 
 
……[消息]…… 
30人を超えた。 
ホームページを作成(リニューアル)。http://sebone9.jimdo.com 
今後は、福岡県だけでなく、熊本・鹿児島・長崎・大分・宮崎に1名以上輩出する工夫も必

要。 
 
……[イベント開催  予定]…… 
日時：2016年1月16日(土) 10:00～19:00 
場所：ももちパレス 
担当：インストラクター有志 
内容：ベーシック講座を絡めて体験会を開催 
目的：インストラクターの経験値の向上 
 
その他 
※面談依頼 

こちらの会社    ​http://www.japan­idea.com/​　より、新商品の専門家による意見が聞

きたい、ということで知人を通じて面談依頼あり。医療や介護業界の人的ネット

ワークへ繋がる可能性も？ 
→理事会前に面談実施。サンプルを送っていただき、コラボの可能性を探る。 

 
今後の予定 
1/12~1/18 日野さんアメリカ 
5/27（金）背骨の日 
8/6（土）シンポジウム2016 
 
今後の理事会 
1/5 17~ HRC東京 
2/17 18~ 東京オフィス 
 
＊＊＊保留事項＊＊＊ 
 
スポルテック2016出店依頼 →保留 
品質管理 
認定しっぱなしではなく、研修が必要では?  
試験の再受講 →管理、幽霊部員などの問題  
スペシャリスト →カリキュラムを作りながら検討 
パーソナル 
          筆記だけでも定期的に必要では? 
          ゆくゆくはボランティアのついでに受けてもらう 
ベーシック講座、報告の簡略化 
矯正認定、証明書・パスが必要か? 
旧制度の人の契約 
宝島社からの出版依頼 

http://www.japan-idea.com/

